
令和４年度別府市人権教育学級第６回学習会 

 

日 時 ：令和４年１１月１０日（木）１０：００～１１：３０ 

場 所 ：別府市役所 ５Ｆ 大会議室   

テーマ ：女性と人権 

 デートＤＶとは ―加害者にも被害者にもならないために― 

講 師 ：ＲＥＭＡＫＥ 代表 

      デートＤＶ予防教育実施者 青木 理美 さん 

講演概要                               

 

＜講師の青木 理美さん＞ 

Ⅰ はじめに 

  ◇自己紹介のあと、講座全体の流れを示した。 

Step1.デートＤＶとは ⇒Step２. デートＤＶの要因 ⇒Step３. 加害者被害者にさせないために 

⇒Step４. もし被害にあったら 

Ⅱ デートＤＶについてー加害者にも被害者にもならないためにー 

１. StepⅠ. デートＤＶとは 

   ・デートＤＶは、若者の恋人関係の間でおこるＤＶのことである。 

   ・ＤＶとは、Domestic Violence（ドメスティック・バイオレンス）の略語で、自分の思い通

りに相手をコントロールする力による支配のことである。 

   ・ＤＶには法律があるがデートＤＶには法律がないので、他の法律で取り締まる。例えば、

ストーカー規制法や傷害罪、暴行罪など。 

 

２. Step２. デートＤＶの要因 

    ・ＤＶは、対象や関係性によって言い方が変わる。例えば、夫婦だったらＤＶ、交際相手だ

ったらデートＤＶ、親子だったらしつけと称する体罰・虐待・・・など  

・加害者も被害者も暴力を暴力と認識していない。しかし、暴力は犯罪である。 

・デートＤＶにはサイクルがあり、支配を強めたり維持したりするために加害者が作りだす。 

サイクルは、だんだん激しくなったりサイクルの周期が短くなったりすることもある 

・デートＤＶの要因の一つにジェンダー・バイアスがある。ジェンダーとは、社会的・文化

的につくられた性のこと、バイアスとは、偏見、偏った見方のことを言う。男性が加害者、 

女性が被害者になりやすい背景には、日本のＧＧⅠ（ジェンダーギャップ指数）の低さが

あり、男性優位の社会構造や女性への差別が軽視されやすい社会になっていることが挙げ

られる。 

 ・ゆがんだ恋愛観・交際観もデートＤＶの要因の一つである。付きあうことは、お互いを束

プロフィール 

・ＲＥＭＡＫＥ代表 

・国家資格キャリアコンサルタント 

・アウェアデートＤＶ防止プログラムファシリテー 

ター 

・学校や自治体にて「デートＤＶ予防教育」を実施し 

ている。 

 



縛する・できる、独占・強要・暴力が愛情表現である、交際相手がいることが一人前の大

人であるなどの考えがデートＤＶ容認につながっている。  

 

3. Step３. 加害者被害者にさせないために 

   ・ステキな交際をするには、相手を尊重する、「自分らしさ」を大切にする、決して暴力をふ 

るわないことが大切である。 

・デートＤＶ防止教育は、性教育、ＤＶ未然防止教育、ハラスメント防止教育、ジェンダー

平等教育を包括した人権教育と言える。デートＤＶ防止教育はとても重要である。 

   ・加害をしている人は、自分を変えようと思わなければ変わらない。自分の考え方と言動に 

「気づき」が必要である。 

・被害に遭っている人は、我慢しているだけでは暴力は止まない。気づくこと、そして、学

ぶこと。自分を守る（大切にする）力が必要である。   

       ・ＬＧＢＴＱ＋の恋愛ではデートＤＶがあっても誰にも話せず一人で悩んでいることが多い。 

セクシュアリティに悩む人たちを受容できるようにセクシュアリティの多様性を学び、理

解する。そして、話しやすい関係を築き、信頼される関係性をつくることが大切である。 

 

４. Step４. もし被害にあったら 

・デートＤＶ被害のサインには、いつもしていたことができなくなる、服装が変わる、友だちか

ら孤立している・・などいろいろなサインがあるが、そのサインに気づくことが重要である。 

・保護者の対応にはいろいろあるが、子どもの話を丁寧に聞く、そして、あなたを信じている、 

大切に思っていると伝えるなど、その子に寄り添った対応をしてほしい。 

・もしデート DV、性暴力被害にあったら一人で抱えこまずいろいろな関係機関や相談窓口を利

用してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

Ⅲ 終わりに  

◇保護者に伝えたいこと 

・とにかく一人で抱えこまない⇒相談してみんなで解決していく。恥ずかしいと思わなくていい。

デートＤＶの問題は、個人の問題ではなく、社会の問題だから。 相談窓口を利用してほしい。 

○加害者に連絡先や位置情報を把握されていて、一人で不安な場合やどうしたらよいか分か

らない場合は警察の性犯罪被害相談電話 「♯8103 」、性犯罪・性暴力被害者のためのワ

ンストップ支援センター電話 「#8891」（はやくワンストップ）へ 

○少しでも危険を感じたら、迷わずに警察 （１１０番）へ 

★SNS等を介したトラブル（デジタル性暴力） 

 特定非営利法人ぱっぷす https://www.paps.jp/ 

★おおいた妊娠ヘルプセンター https://www.oitaninsin-he.com/ 

★ＣＵＲＥ ＴＩＭＥ（性暴力の悩みSNS相談）https://curetime.jp/            

★ＤＶ相談ナビ 電話 ♯8008（ばれれば）    

★デートＤＶ１１０番  https://ddv110.org/ 

★おおいたＤＶ SNS 相談 （大分県 HP 大分県消費生活・男女共同参画プラザ相談窓口

https://www.pref.oita.jp/soshiki/13040/soudan.html） 

 

https://curetime.jp/

